
 
 

令和６年産米の生産数量目標に相当する数値等の配分について 

本県では地域協議会の要望を踏まえ、国の指針を基に主食用米の適正生産量を「生産数量

目標に相当する数値」（以下、「目安」）として設定し、需要に応じた米生産を推進。 

令和６年産の目安設定にあたっては、令和５年５月に決定した「令和６年産以降の需要に

応じた生産に係る基本方針」を踏まえ、全国の主食用米の適正生産量に本県産米の需要実績

シェアを乗じて算出するものとし、目安の換算面積については、令和５年産と同水準の

59,664ha とする。 

一方、主食用米の需給と価格安定を図るため、主食用米へ後戻りしない作付転換の実現と

いうメッセージが生産現場へ伝わるよう、昨年に引き続き、目安とは別に「自主的推進目標

面積」を設定し、すでに取り組んでいる作付転換の定着と、さらなる拡大を働きかけていく

ものとする。 

 

１ 令和６年産米の全国の主食用米等生産量の見通し 

 国は、令和５年 10 月 19 日（木）に公表した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本

指針」において、令和６年産における主食用米等の生産量の見通しを、令和７年６月末の民

間在庫量が適正水準の 176 万トンとなる数量として令和５年産と同じ 669 万トンと設定。 

表１ 全国の主食用米等生産量の見通し                （単位：万トン） 

 

 

２ 本県の目安について 

（１）本県の目安の算出方法 

  本県の目安は、全国の主食用米等生産量の見通しの 669 万トンに、直近５年間（平成 30

年～令和４年産）の全国の需要実績に対する本県のシェア 4.70%を乗じた数量とする。 

なお、２年間実施してきた在庫状況の目安への反映については、全国的な需給の改善の

もと、本県においても在庫の消化が進んでいる状況を踏まえ、本年は実施せずに、通常時の

目安の設定手法に戻すものとする。 

また、算出した目安を令和５年産米の茨城県の平年収量（527kg/10a）で除し、令和６年

産の面積換算値を設定する。 

【本県の需要実績シェア】 

4.70% ＝ H30～R4 における本県の平均需要実績 333,287 トン ／  

H30～R4 における全国の平均需要実績 7,091,100 トン × 100 

R1 R2 R3 R4 R5 R6 

718～726 709～717 693 675 669 669 



 
 

 

（参考１）需要実績の算出方法について 

 農林水産省「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」において、需要実績は生産年７月から

生産翌年６月までの１年間について、主食用米生産量、民間在庫量の増減を基に算出される。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（参考２）算出に用いる本県シェアについて 

 ※国が元年度まで用いてきた固定シェア 4.49%と実際の本県シェアとの間に乖離があったことから、 

  ５年間をかけて是正し、令和６年で是正が完了する。 

 

 

（２）上記の（１）を基に算出した本県の令和５年産米の目安 

314,430 トン ＝ 全国の主食用米等生産量の見通し 669 万トン × 本県シェア 4.70％ 

表２ 本県の令和６年産米の目安 

 

 

３ 市町村の目安について 

県全体の令和６年産米の目安の増加分 1,173 トンについて、令和５年産の市町村ごとの

目安のシェアに応じて配分し、それぞれの市町村の増加量を令和５年産米の目安に加えて、

令和６年産米の目安を設定する。 

また、市町村の令和６年産米の目安を、当該市町村の令和６年産に使う基準単収（見込

値）で除することで、面積換算値を設定する。 

 

期首在庫量 

（生産年６月末時点） 
生産量 

 在庫減少分  

期末在庫量 

（生産年翌年６月末時点） 
需要実績 

項目 R 元 R2 R3 R4 R5 R6 

目安の算出に用いるシェア 4.49% 4.56% 4.63% 4.67% 4.70% 4.70% 

区 分 
令和６年産米目安 
（A） 

令和５年産米目安 
（B） 

増 減 
（A）－（B） 

対前年比 
（A）／（B） 

全 国  669 万トン 669 万トン - 100.0％ 

本 県 
数量 314,430 トン 313,257 トン 1,173 トン 100.4％ 

面積換算 59,664 ha 59,668 ha ▲4 ha 99.9％ 



 
 

 

４ 自主的推進目標面積の設定について 

令和５年産の主食用米の作付面積 57,800ha に対して、令和６年産米の目安面積は

1,864ha 上回る 59,664ha（作付面積比 103.2%）となることから、すでに作付転換に取り組

んでおり、目安を達成している産地や生産者を中心に、主食用米への回帰が懸念される。 

そのため、令和６年産米においても、全国的な需給と価格の安定に資するための取組と

して「自主的推進目標面積」（県全体 56,733ha）を地域農業再生協議会へ提示し、すでに

取り組んでいる作付転換の取組の定着と、さらなる拡大を働きかけていく。  

 

（参考４）自主的推進目標面積の設定方法 

  ①令和５年産において目安未達成の市町村の場合 

    自主的推進目標面積＝令和６年産の目安面積 

  ②令和５年産において目安を達成している市町村の場合 

自主的推進目標面積＝令和５年産の主食用米の作付面積 

 

 

５ 各地域農業再生協議会等への通知について 

（１）各地域農業再生協議会長に対しては、県農業再生協議会長から通知する。 

（２）各市町村長に対しては、県農林水産部長から（１）の写しを送付する。 

（３）各ＪＡ代表理事組合長に対しては、ＪＡ茨城県中央会長から（１）の写しを送付する。 



（別紙）

市町村名
令和６年産米の
生産数量目標に
相当する数値

面積換算値
令和５年産米の
生産数量目標に
相当する数値

面積換算値 増減 面積換算値 前年比 面積換算値
自主的推進
目標面積
※1

（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ） （Ａ）／（Ｂ）

（トン） （ｈａ） （トン） （ｈａ） （トン） （ｈａ） （％） （％） （ｈａ）

1 日立市 2,303 464 2,294 464 9 0 100.4 100.0 348

2 常陸太田市 10,103 1,958 10,065 1,957 38 1 100.4 100.1 1,958

3 高萩市 1,609 332 1,603 332 6 0 100.4 100.0 256

4 北茨城市 3,103 629 3,091 628 12 1 100.4 100.2 473

5 常陸大宮市 6,634 1,308 6,609 1,308 25 0 100.4 100.0 1,089

6 大子町 2,846 592 2,835 592 11 0 100.4 100.0 391

7 水戸市 13,860 2,557 13,808 2,556 52 1 100.4 100.0 2,557

8 笠間市 7,959 1,554 7,929 1,554 30 0 100.4 100.0 1,464

9 ひたちなか市 4,110 767 4,095 766 15 1 100.4 100.1 767

10 那珂市 6,293 1,165 6,269 1,160 24 5 100.4 100.4 1,165

11 小美玉市 5,596 1,060 5,575 1,059 21 1 100.4 100.1 749

12 茨城町 6,832 1,277 6,806 1,272 26 5 100.4 100.4 1,219

13 大洗町 1,191 223 1,187 222 4 1 100.3 100.5 171

14 城里町 3,737 738 3,723 740 14 ▲ 2 100.4 99.7 738

15 東海村 1,523 284 1,517 283 6 1 100.4 100.4 226

16 鹿嶋市 3,570 667 3,557 668 13 ▲ 1 100.4 99.9 631

17 潮来市 6,355 1,199 6,331 1,196 24 3 100.4 100.3 1,199

18 神栖市 4,539 899 4,522 900 17 ▲ 1 100.4 99.9 687

19 行方市 9,932 1,849 9,895 1,856 37 ▲ 7 100.4 99.6 1,849

20 鉾田市 5,766 1,111 5,744 1,115 22 ▲ 4 100.4 99.6 1,021

21 土浦市 6,872 1,296 6,846 1,301 26 ▲ 5 100.4 99.6 812

22 石岡市 10,013 1,922 9,976 1,914 37 8 100.4 100.4 1,922

23 龍ケ崎市 7,117 1,358 7,090 1,347 27 11 100.4 100.8 1,358

24 取手市 6,941 1,330 6,915 1,316 26 14 100.4 101.1 1,322

25 牛久市 1,768 339 1,761 337 7 2 100.4 100.6 306

26 つくば市 16,140 3,086 16,080 3,061 60 25 100.4 100.8 2,819

27 守谷市 1,537 298 1,531 299 6 ▲ 1 100.4 99.7 209

28 稲敷市 24,316 4,494 24,225 4,517 91 ▲ 23 100.4 99.5 4,422

29 かすみがうら市 6,606 1,263 6,581 1,263 25 0 100.4 100.0 1,072

30 つくばみらい市 11,213 2,119 11,171 2,103 42 16 100.4 100.8 1,861

31 美浦村 3,465 665 3,452 665 13 0 100.4 100.0 663

32 阿見町 2,458 460 2,449 463 9 ▲ 3 100.4 99.4 417

33 河内町 8,220 1,531 8,189 1,533 31 ▲ 2 100.4 99.9 1,531

34 利根町 3,386 635 3,373 640 13 ▲ 5 100.4 99.2 590

35 古河市 7,168 1,419 7,141 1,425 27 ▲ 6 100.4 99.6 1,313

36 結城市 5,190 1,016 5,171 1,015 19 1 100.4 100.1 737

37 下妻市 10,141 1,920 10,103 1,905 38 15 100.4 100.8 1,457

38 常総市 14,302 2,658 14,249 2,662 53 ▲ 4 100.4 99.8 2,539

39 筑西市 29,313 5,398 29,203 5,435 110 ▲ 37 100.4 99.3 4,082

40 坂東市 7,496 1,447 7,468 1,455 28 ▲ 8 100.4 99.5 1,447

41 桜川市 10,890 2,031 10,849 2,042 41 ▲ 11 100.4 99.5 1,485

42 八千代町 5,813 1,131 5,791 1,133 22 ▲ 2 100.4 99.8 882

43 五霞町 2,672 523 2,662 518 10 5 100.4 101.0 523

44 境町 3,536 692 3,523 692 13 0 100.4 100.0 606

茨城県
※2 314,430 59,664 313,257 59,668 1,173 ▲ 4 100.4 100.0 56,733

令和６年産米の市町村別生産数量目標に相当する数値等

※1 自主的推進目標面積は、令和５年産において目安を未達成の市町村は令和６年産の目安面積、目安を達成した市町村は令和５年産の主食用米面積とした
※2 面積換算値の算出に用いる単収の違いや端数処理などにより、必ずしも市町村の計と県の数値が一致しない


